
― 49―

清泉女子大学人文科学研究所紀要 第39号 2018年3月

東
京
都
品
川
区
・

　
　
　

専
修
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
（
上
総
正
福
寺
旧
像
）
考

山
本　

勉
・
荻
野
愛
海
・
花
澤
明
優
美

要
旨　

東
京
都
品
川
区
荏
原
一
丁
目
一
―
三
・
専
修
寺
本
尊
阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
三
軀
は
「
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像
」
の

名
称
で
品
川
区
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
度
の
品
川
区
文
化
財
公
開
に
関
連
し
て
、
二
〇
一
七
年
八

月
に
大
学
院
思
想
文
化
専
攻
開
講
科
目
「
美
術
史
学
演
習
Ⅲ
」
に
お
け
る
演
習
の
一
環
で
こ
の
三
軀
の
調
査
を
実
施
し
た
。
本
稿

で
は
、
調
査
の
詳
し
い
成
果
を
報
告
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
一
具
の
彫
刻
史
上
へ
の
正
確
な
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う
。
三
軀
は
定
印

を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
蓮
華
を
捧
げ
る
左
脇
侍
観
音
菩
薩
立
像
と
合
掌
す
る
勢
至
菩
薩
立
像
が
随
侍
す
る
来
迎
形
の
阿
弥
陀

三
尊
像
で
、各
像
が
ヒ
ノ
キ
材
の
割
矧
ぎ
造
り
の
技
法
に
な
る
。阿
弥
陀
如
来
像
と
左
脇
侍
像
の
お
だ
や
か
な
姿
は
平
安
時
代
末
期
、

十
二
世
紀
後
半
頃
の
製
作
と
み
ら
れ
る
。
右
脇
侍
像
は
少
し
作
風
が
異
な
り
、
や
や
遅
れ
る
時
期
、
鎌
倉
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら

の
製
作
を
思
わ
せ
る
。
三
尊
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
千
葉
県
市
原
市
の
光
明
寺
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
阿

弥
陀
如
来
像
内
の
銘
記
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
上
総
国
佐
是
郡
池
和
田
の
正
福
寺
の
像
と
し
て
修

理
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。正
福
寺
は
昭
和
十
五
年
に
光
明
寺
に
合
併
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。三
尊
の
彫
刻
史
上
の
問
題
と
し
て
は
、

ま
ず
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
両
脇
に
来
迎
形
の
両
脇
侍
立
像
が
随
侍
す
る
形
が
平
安
時
代
最
末
期
に
特
有
の
も
の
で
安
元
元
年

（
一
一
七
五
）
頃
の
製
作
と
み
ら
れ
る
神
奈
川
・
証
菩
提
寺
像
と
共
通
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
正
福
寺
の
寺
名
や
修
理
関

係
者
の
名
は
、
光
明
寺
に
現
存
し
、
や
は
り
か
つ
て
池
和
田
に
あ
っ
た
東
光
寺
本
尊
で
あ
っ
た
と
い
う
薬
師
三
尊
像
中
尊
の
永
正

元
年
の
銘
記
に
も
み
え
、当
時
の
池
和
田
に
お
け
る
修
理
や
造
像
の
活
発
な
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
。以
上
を
総
合
し
て
、
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こ
の
三
尊
が
平
安
時
代
末
期
の
時
期
の
関
東
地
方
の
造
像
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
阿
弥
陀
三
尊
像
、
平
安
時
代
末
期
、
上
総
国

は
じ
め
に

　

清
泉
女
子
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
お
よ
び
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
思
想
文
化
専
攻
の
山
本
勉
研
究
室
は
、
二
〇
一
六
年
度
か

ら
品
川
区
教
育
委
員
会
の
要
請
を
受
け
て
品
川
区
内
の
文
化
財
公
開
に
協
力
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
度
に
は
東
五
反
田
一
丁
目
の
宝

塔
寺
の
品
川
区
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
造
菩
薩
立
像（

1
）を
調
査
し
た
う
え
で
山
本
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
学
生
が

公
開
に
立
ち
会
っ
た
。
二
〇
一
七
年
度
も
同
じ
要
請
が
あ
り
、
今
回
は
荏
原
一
丁
目
一
―
三
の
専
修
寺
の
、
や
は
り
品
川
区
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
造
阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
【
図
1
〜
34
】
に
つ
い
て
、
昨
年
八
月
十
日
に
山
本
と
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
思
想
文
化
専
攻
（
修
士
課
程
）
の
荻
野
愛
海
・
花
澤
明
優
美
が
本
学
の
学
部
学
生
や
他
大
学
の
大
学
院
生
・
学
部
学
生
と
と
も

に
調
査
を
お
こ
な
っ
た（

2
）。
阿
弥
陀
三
尊
像
は
区
指
定
時
に
は
、
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
内
の
銘
記
に
み
え
る
室
町
時
代
、
永
正
五
年

（
一
五
〇
八
）
の
製
作
と
さ
れ
て
い
た
が
、
精
査
の
結
果
、
阿
弥
陀
如
来
と
左
脇
侍
は
平
安
時
代
後
期
、
右
脇
侍
は
鎌
倉
時
代
の
製
作

と
み
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
て
、
山
本
・
荻
野
・
花
澤
は
大
学
院
の
演
習
授
業
「
美
術
史
学
演
習
Ⅲ
」
中
に

三
尊
像
の
調
査
成
果
と
美
術
史
的
考
察
を
調
書
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
う
え
で
山
本
が
三
尊
像
の
簡
略
な
解
説
を
執
筆
し
、
十
一
月

十
日
の
一
般
公
開
に
は
そ
れ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
が
公
開
に
立
ち
会
っ
た
。
三
名
は
調
書
成
稿
後
も
さ
ら

に
三
尊
像
の
考
察
を
続
け
た
が
、
関
連
資
料
を
え
る
こ
と
も
で
き
、
三
尊
像
の
美
術
史
的
位
置
は
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
。
本
稿
は
以
上

の
経
過
の
研
究
報
告
で
あ
る（

3
）。

　

三
節
に
分
け
て
記
述
す
る
が
、
第
一
節
お
よ
び
第
三
節
第
一
項
は
花
澤
が
、
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
第
二
・
三
項
は
荻
野
が
、
そ
れ
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ぞ
れ
分
担
し
て
草
稿
を
執
筆
し
、
全
体
を
山
本
が
加
筆
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
文
責
は
山
本
に
あ
る
。
な
お
す
べ
て
の
記

述
を
通
じ
て
漢
字
は
常
用
漢
字
表
に
あ
る
も
の
は
そ
の
字
体
を
、
他
は
正
字
体
を
使
用
し
、
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
は
そ
れ
ら
に
あ
ら

た
め
た
。 

（
山
本
）

一　

像
の
概
要
（
形
状
・
法
量
・
品
質
構
造
・
保
存
状
態
）
と
製
作
年
代

　

は
じ
め
に
三
軀
の
基
礎
的
な
情
報
を
提
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
阿
弥
陀
如
来
像
内
に
存

す
る
修
理
銘
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
第
二
・
三
節
で
記
述
す
る
。

（
一
）
形
状

一
、
阿
弥
陀
如
来

　

螺
髪
は
切
子
形
。
肉
髻
珠
・
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
垂
部
環
状
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
衲
衣
は
左
肩
を
お
お
い
、
右
肩
に
少

し
懸
か
っ
て
腹
前
に
ま
わ
り
、
上
縁
を
折
り
返
し
て
、
端
を
ふ
た
た
び
左
肩
に
懸
け
る
。
両
手
を
屈
臂
し
て
前

を
脚
部
上
に
の
せ

腹
部
正
面
で
両
掌
を
重
ね
、
各
第
一
・
二
指
を
捻
じ
る
（
第
二
指
頭
を
第
一
指
の
後
ろ
に
あ
ら
わ
す
）。
右
足
を
外
に
し
て
結
跏
趺
坐

す
る
。

二
、
左
脇
侍
（
観
音
菩
薩
）

　

垂
髻
を
結
う
。
上
元
結
は
判
然
と
し
な
い
。
下
元
結
は
紐
一
条
。
髪
束
を
両
側
各
上
下
二
段
、
後
方
に
一
束
垂
ら
す
。
天
冠
台
は

紐
二
条
の
上
に
列
弁
文
帯
を
重
ね
、
そ
の
上
に
八
方
に
花
形
を
あ
ら
わ
す
。
頭
髪
は
髻
を
疎
ら
彫
り
、
天
冠
台
下
正
面
の
地
髪
を
毛

筋
彫
り
、
そ
の
他
を
平
彫
り
と
す
る
。
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
耳
垂
部
環
状
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
条
帛
・
天
衣
・
裙
・
腰
布
を

着
け
る
。
天
衣
は
両
肩
を
お
お
い
、
正
面
で
左
右
上
膊
内
側
を
と
お
っ
て
肘
で
た
わ
み
内
側
に
垂
下
す
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
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腹
に
か
け
て
あ
ら
わ
し
、
正
面
と
背
面
に
末
端
を
垂
下
さ
せ
る
。
裙
は
正
面
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
、
折
り
返
し
を
あ
ら
わ
す
。
下

脚
外
側
に
た
く
れ
を
あ
ら
わ
す
。
腰
布
は
背
面
を
長
く
お
お
っ
て
、
打
ち
合
わ
せ
は
裙
の
正
面
折
り
返
し
に
隠
れ
る
。
両
手
屈
臂
。

正
面
腹
前
で
左
を
下
に
両
掌
を
重
ね
、
蓮
華
を
捧
げ
る
。
腰
を
右
に
捻
っ
て
左
足
を
や
や
外
に
開
い
て
直
立
す
る
。

三
、
右
脇
侍
（
勢
至
菩
薩
）

　

大
略
は
左
脇
侍
に
準
ず
る
。
相
違
点
は
以
下
の
と
お
り
。
天
衣
は
左
右
肘
で
た
わ
み
外
側
に
垂
下
す
る
。
条
帛
は
背
面
や
や
右
方

で
表
裏
を
入
れ
替
え
、
背
面
分
の
末
端
は
み
え
な
い
。
腰
布
は
正
面
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
両
手
は
胸
前
で
合
掌
す
る
。
腰
を

左
に
捻
っ
て
右
足
を
遊
脚
と
し
、
足
先
を
や
や
外
に
開
い
て
、
わ
ず
か
に
腰
を
か
が
め
て
立
つ
。

（
二
）
法
量

　

三
尊
の
法
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
単
位
cm
）。

 

阿
弥
陀
如
来 
左
脇
侍 

右
脇
侍

像　

高 

六
九
・
七 

八
三
・
五 

八
八
・
七

 

（
二
尺
三
寸
） 

（
二
尺
七
寸
六
分
） 

（
二
尺
九
寸
三
分
）

髪
際
高 

五
九
・
四 

七
二
・
六 

七
六
・
八

 

（
一
尺
九
寸
六
分
） 

（
二
尺
四
寸
） 
（
二
尺
五
寸
三
分
）

髻
頂
―
顎 

 

二
〇
・
〇 
一
九
・
一

頭
頂
―
顎 

一
九
・
四 

一
二
・
六 

一
三
・
六

面　

長 

一
七
・
〇 

　

八
・
七 

　

九
・
四
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面　

幅 

一
三
・
九 

　

八
・
四 

　

八
・
七

耳　

張 

一
七
・
四 

一
一
・
五 

　

九
・
〇

面　

奥 

一
六
・
一 

一
一
・
二 

一
二
・
一

胸
奥
（
左
） 

一
八
・
八 

一
一
・
〇 

一
二
・
九

胸
奥
（
右
） 

一
九
・
一 

一
一
・
三 

一
一
・
五

腹　

奥 

二
一
・
三 

一
二
・
二 

一
一
・
九

肘　

張 
四
二
・
三 

二
五
・
一 

二
四
・
七

膝　

張 
五
八
・
二

膝　

奥 

三
八
・
五

坐　

奥 

四
三
・
六

膝
高
（
左
） 

一
一
・
〇

膝
高
（
右
） 

一
一
・
一

裙
裾
張 

 

二
〇
・
四 

一
六
・
〇

足
先
開 

 

一
五
・
三 

一
七
・
〇

　

髪
際
高
で
中
尊
は
二
尺
、
左
脇
侍
は
二
尺
四
寸
、
右
脇
侍
は
二
尺
五
寸
を
規
準
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
か
と
み
ら
れ
る
。
左
右
脇
侍

の
大
き
さ
が
や
や
異
な
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
の
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
髪
際
高
の
二
尺
四
寸
、
二
尺
五
寸

は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
な
ど
に
み
ら
れ
る
数
値
で
、
中
世
以
前
の
仏
像
に
お
い
て
規
準
的
な
法
量
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。



― 54―

（
三
）
品
質
構
造

　

三
軀
と
も
ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
針
葉
樹
の
割
矧
ぎ
造
り
で
あ
る
。
表
面
は
現
状
、
漆
箔
と
古
色
塗
り
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
が
、
ほ
ん

ら
い
は
頭
髪
部
以
外
す
べ
て
漆
箔
で
あ
っ
た
ろ
う
。
各
像
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
阿
弥
陀
如
来

　

頭
体
幹
部
は
一
材
製
で
あ
る
（
木
芯
を
後
方
に
外
す
）。
両
耳
後
縁
を
通
る
線
で
前
後
に
割
矧
ぐ
。
内
刳
り
の
う
え
割
首
す
る
。

左
肩
以
下
の
体
側
部
に
別
材
を
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
右
腰
脇
に
三
角
材
を
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
両
脚
部
に
横
木

一
材
を
矧
ぎ
、内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
裳
先
は
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。
左
袖
口
を
矧
ぎ
付
け
、左
手
首
先
は
挿
し
込
み
矧
ぎ
と
す
る
。

右
腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぐ
。
両
手
首
先
は
一
材
製
で
あ
る
。
像
内
内
刳
り
面
は
素
地
で
、
丸
刀
目
を
残
す
。

二
、
左
脇
侍

　

頭
体
幹
部
は
髻
を
含
ん
で
一
材
製
で
あ
る
。
両
足
裏
に

を
造
り
出
す
。
両
耳
後
方
を
通
る
線
で
前
後
に
割
矧
ぐ
。
内
刳
り
の
う

え
割
首
す
る
。
両
腕
は
各
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぐ
。
左
肘
の
矧
ぎ
目
に
マ
チ
材
を
挟
む
。
両
手
首
先
は
通
し
て
一
材
製
で
あ
る
。
両

足
先
は
足

先
端
と
と
も
に
別
材
を
矧
ぐ
。
足
枘
各
面
は
素
地
を
残
す
。
像
内
内
刳
り
面
は
阿
弥
陀
如
来
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が

一
九
九
九
年
完
工
の
解
体
修
理
中
の
写
真
で
確
認
で
き
る
。

三
、
右
脇
侍

　

大
略
は
左
脇
侍
に
準
ず
る
が
、
髻
に
別
材
を
矧
ぐ
点
、
両
足
先
は
矧
ぎ
付
け
材
が
な
く
頭
体
幹
部
と
一
材
製
で
あ
る
点
、
足
枘
各

面
は
黒
漆
塗
り
と
す
る
点
が
異
な
る
。

（
四
）
保
存
状
態

　

保
存
状
態
に
つ
い
て
も
一
軀
ず
つ
記
し
て
お
く
。
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一
、
阿
弥
陀
如
来

　

首

部
後
半
左
方
は
新
補
材
に
か
わ
っ
て
い
る
。
地
付
き
部
背
面
中
央
・
背
面
右
方
は
補
修
さ
れ
て
い
る
。
両
手
第
一
指
の
上
に

向
い
た
面
も
摩
損
し
て
お
り
補
修
さ
れ
て
い
る
。
肉
髻
珠
・
白
毫
（
各
水
晶
製
）、
裳
先
、
表
面
の
す
べ
て
（
螺
髪
群
青
彩
、
肉
身

部
錆
漆
下
地
漆
箔
、
着
衣
部
古
色
塗
り
）、
以
上
す
べ
て
後
補
で
あ
る
。

　

光
背
（
蓮
弁
形
挙
身
光
。
高
一
二
一
・
五
cm
。
木
製
漆
箔
）・
台
座
（
蓮
華
座
。
高
六
一
・
〇
cm
。
木
製
漆
箔
）
は
一
九
九
八
年
の

新
補
で
あ
る
。

二
、
左
脇
侍

　

白
毫
（
水
晶
）、
持
物
蓮
華
、
天
衣
垂
下
部
、
左
足
先
、
表
面
の
す
べ
て
（
漆
塗
り
・
古
色
塗
り
。
天
冠
台
・
着
衣
の
一
部
に
金

箔
を
残
す
）、
以
上
す
べ
て
後
補
で
あ
る
。
両
肘
先
も
後
補
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

光
背
（
柄
付
き
輪
光
。
高
八
九
・
二
cm
。
輪
光
径
三
〇
・
五
cm
。
木
製
漆
箔
・
彩
色
）・
台
座
（
蓮
華
座
。
高
三
六
・
八
cm
。
木
製
漆

箔
）
も
後
補
で
あ
る
。

三
、
右
脇
侍

　

髻
、
白
毫
（
水
晶
）、
天
衣
垂
下
部
、
表
面
の
す
べ
て
（
左
脇
侍
に
準
ず
る
）、
以
上
す
べ
て
後
補
で
あ
る
。
両
肘
先
も
後
補
の
可

能
性
が
あ
る
。

　

光
背
（
柄
付
き
輪
光
。
高
九
四
・
七
cm
、
輪
光
径
三
〇
・
五
cm
。
木
製
漆
箔
・
彩
色
）・
台
座
（
蓮
華
座
。
高
三
七
・
九
cm
。
木
製
漆

箔
）
も
後
補
で
あ
る
。

　

次
節
で
の
べ
る
と
お
り
、
阿
弥
陀
如
来
像
内
、
左
脇
侍
台
座
内
に
は
室
町
時
代
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
の
修
理
記
と
み
ら
れ
る

墨
書
が
あ
り
、
右
に
後
補
と
記
し
た
部
分
・
仕
様
に
は
こ
の
時
点
で
の
修
理
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
新
補
と
し
た
の

は
、
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
完
工
の
保
存
修
理
の
際
の
処
置
を
示
す
が
、
こ
の
修
理
以
前
の
三
尊
は
お
そ
ら
く
近
代
の
あ
る
時
期
に
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お
こ
な
わ
れ
た
修
理
に
よ
る
漆
箔
が
表
面
を
お
お
っ
て
い
た
。
現
状
は
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
完
工
の
修
理
で
そ
の
表
面
を
除
去
し

た
状
態
で
あ
る
。

（
五
）
三
尊
の
製
作
年
代

　

阿
弥
陀
如
来
像
は
お
だ
や
か
な
面
相
、
奥
行
き
の
薄
い
体
軀
、
数
少
な
く
浅
く
彫
出
さ
れ
た
衣
文
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
、

十
二
世
紀
頃
の
典
型
的
な
定
朝
様
に
の
っ
と
っ
た
作
風
が
う
か
が
え
る
。
割
矧
ぎ
造
り
の
構
造
技
法
や
丸
刀
目
を
残
し
た
内
刳
り
の
さ

ま
も
、
そ
の
時
期
の
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
。
左
脇
侍
像
の
作
風
も
お
お
む
ね
阿
弥
陀
如
来
像
と
共
通
す
る
も
の
で
、
両
者
は
一
具
同

時
の
製
作
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
右
脇
侍
像
は
、
や
や
長
め
の
細
面
、
首
が
長
く
な
で
肩
で
腰
を
極
端
に
絞
っ
た

抑
揚
の
あ
る
体
型
、
耳
の
立
体
的
な
彫
法
、
背
面
で
条
帛
の
表
裏
を
入
れ
替
え
る
形
、
腰
布
の
下
縁
を
水
平
に
整
え
る
形
な
ど
に
は
鎌

倉
時
代
に
は
い
っ
た
時
期
の
特
徴
が
う
か
が
え
る
。
わ
ず
か
に
腰
を
か
が
め
る
姿
勢
も
こ
れ
に
く
わ
え
ら
れ
よ
う
。
法
量
の
項
で
の
べ

た
よ
う
に
、
左
右
脇
侍
は
髪
際
高
で
比
較
す
る
と
左
脇
侍
二
尺
四
寸
に
対
し
右
脇
侍
は
二
尺
五
寸
を
測
り
、
や
や
大
き
い
。
ま
た
構
造

面
で
も
、髻
を
左
脇
侍
で
は
幹
部
材
か
ら
彫
り
出
し
、右
脇
侍
で
は
別
材
矧
ぎ
と
す
る（

4
）、足
枘
の
各
面
は
左
脇
侍
で
は
素
地
を
残
し
、

右
脇
侍
で
は
黒
漆
塗
り
と
す
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
天
冠
台
の
形
式
、
地
髪
正
面
の
み
を
毛
筋
彫
り
と
し
他
を
平
彫
り
と
す
る
頭
髪
の
処
理
な
ど
、
細
部
の
表
現
は
左
右
脇
侍

間
で
共
通
し
て
い
る
の
で
、
別
具
の
像
が
右
脇
侍
に
転
用
さ
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
平
安
時
代
後
期
に
製
作
さ
れ
た
当
初
の
三
尊
像

の
右
脇
侍
が
失
わ
れ
た
の
ち
、
鎌
倉
時
代
初
め
頃
に
補
作
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情
で
三
尊
中
の
右
脇
侍
が
遅
れ
て
鎌
倉

時
代
初
め
頃
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
髪
際
高
が
異
な
る
数
値
に
な
っ
た
の
は
製
作
者
の
誤
解
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

冒
頭
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、三
尊
の
製
作
年
代
は
か
つ
て
は
阿
弥
陀
如
来
像
内
墨
書
に
み
え
る
室
町
時
代
、永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）

と
考
え
ら
れ
た
が（

5
）、
現
在
の
彫
刻
史
研
究
の
様
式
観
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
は
否
定
す
べ
き
で
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
適
当
と
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思
わ
れ
る
。
な
お
阿
弥
陀
如
来
と
左
脇
侍
ま
た
右
脇
侍
の
い
ず
れ
も
が
中
央
の
作
風
を
示
し
、
東
国
の
地
方
風
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ

の
期
の
東
国
の
定
朝
様
の
規
準
的
作
例
で
あ
る
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
の
埼
玉
県
宮
代
町
・
西
光
院
阿
弥
陀
三
尊
像（

6
）な
ど
と
比

較
し
て
も
本
三
尊
の
ほ
う
が
洗
練
の
趣
が
つ
よ
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
製
作
地
が
い
ず
こ
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
作
者
は
中
央

の
仏
師
で
あ
ろ
う
。

二　

伝
来
と
上
総
正
福
寺
に
お
け
る
修
理

（
一
）
専
修
寺
の
沿
革
と
阿
弥
陀
三
尊
像
の
伝
来

　

阿
弥
陀
三
尊
像
は
現
在
、
専
修
寺
本
尊
と
し
て
本
堂
須
弥
壇
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
専
修
寺
は
一
行
山
弘
願
院
専
修
寺
と
号
す
る
、

増
上
寺
末
の
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
編
纂
の
『
御
府
内
寺
社
備
考
』
に
載
せ
る
縁
起
の
写
し
に
は
、
寂
蓮
社
曇
誉
上
人
（
？
〜

一
五
六
九
）
が
開
山
し
た
と
伝
え
る
。
元
は
勢
至
菩
薩
像
を
祀
っ
た
青
山
の
茅
堂
で
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
曇
誉
が
こ
れ
を
一
宇

の
伽
藍
に
し
た
。
第
二
代
信
蓮
社
誠
誉
は
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
青
山
か
ら
赤
坂
堀
端
に
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
は
赤
坂

一
ツ
木
に
移
り
、
そ
の
後
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
桐
ケ
谷
（
品
川
区
西
五
反
田
）
に
寺
地
を
え
た
。
開
山
四
百
五
十
年
に
合

わ
せ
て
現
在
の
地
に
移
転
し
た
の
は
二
〇
〇
八
年
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
本
尊
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
、
桐
ケ
谷
移
転
後
に
は
一
説
に
は
恵
心
僧
都
作
と
も
い
う
阿
弥
陀
三
尊
像
で
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
お
そ
ら
く
戦
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
当
時
の
千
葉
県
市
原
郡
鶴
舞
町
（
旧
池
和
田
村
）
字
大

塚
に
あ
っ
た
天
台
宗
光
明
寺
の
客
仏
阿
弥
陀
三
尊
を
迎
え
た
の
が
現
存
像
で
あ
る
。
光
明
寺
は
千
葉
県
市
原
市
池
和
田
に
現
存
す
る
。

　

三
尊
は
一
九
九
一
年
三
月
二
十
六
日
、「
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像
」
の
名
称
で
品
川
区
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
（
彫
刻
第

一
九
号
）、
一
九
九
八
年
六
月
に
は
阿
弥
陀
如
来
像
の
解
体
修
理
が
完
工
し
、
翌
年
三
月
に
は
両
脇
侍
像
の
解
体
修
理
が
完
工
し
て
い

る
（
施
工
は
い
ず
れ
も
東
京
都
世
田
谷
区
の
明
古
堂
）。
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（
二
）
銘
記

　

阿
弥
陀
如
来
像
内
と
左
脇
侍
台
座
内
に
、
三
尊
の
伝
来
に
か
か
わ
る
銘
記
が
認
め
ら
れ
る
。

　

阿
弥
陀
如
来
像
内
の
左
体
側
部
か
ら
背
部
、
左
腰
脇
に
か
け
て
の
墨
書
【
図
31
・
32
】
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
銘
記
は
文

化
財
指
定
以
前
の
品
川
区
の
調
査
で
も
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
た（

7
）。

（
左
体
側
部
下
方
）

結
縁
衆

潮
行
常
吉

毎
月
念
仏

結
縁

（
背
部
下
方
）

上
総
国
佐
是
□（
郡
）内
池
和
田

正
福
寺
阿
弥
陀
三
尊

奉
再
興
綵
色
処
也

干
時
永
正
五
年
戊辰
七
月
十
八
日

当
檀
那
長
崎
宮
内
少
輔
経
嗣

本
願
前
住
法
印　

源
祐

　

当
住
阿
闍
梨　
　

祐
□

　
　
　
　

仏
所　
　

□
言



― 59―

東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

（
右
腰
脇
部
）

□
□
勧
進

惣
禅
□

　

ま
た
左
脇
侍
台
座
敷
茄
子
正
面
内
部
に
も
左
記
の
墨
書
【
図
33
・
34
】
が
あ
る
こ
と
が
、
一
九
九
九
年
三
月
完
工
の
修
理
中
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
で
確
認
で
き
る
。

（
上
縁
左
方
）

永
正
五
年
七
月
十
七
日

（
左
端
）

□
福
寺

（
三
）
銘
記
に
関
す
る
考
察

　

阿
弥
陀
如
来
像
内
の
墨
書
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
如
来
像
は
上
総
国
佐
是
郡
内
池
和
田
正
福
寺
の
、
お
そ
ら
く
両
脇
侍
を
と
も
な
う
三

尊
の
中
尊
で
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
七
月
十
八
日
に
、
長
崎
宮
内
少
輔
経
嗣
を
檀
那
と
し
、
前
住
法
印
源
祐
、
当
住
阿
闍
梨
祐
□

を
本
願
と
し
て
再
興
綵
色
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。「
再
興
綵
色
」
は
表
面
し
あ
げ
を
中
心
と
し
た
修
理
の
意
で
あ
ろ
う
。
本
願

の
二
人
の
「
前
住
」「
当
住
」
は
そ
れ
ぞ
れ
正
福
寺
の
前
代
の
住
職
、
当
代
の
住
職
の
意
で
あ
ろ
う
。
祐
□
は
一
字
不
明
で
あ
る
が
、

次
節
で
後
述
す
る
よ
う
に
他
像
の
銘
記
か
ら
「
祐
秀
」
と
い
う
人
物
と
わ
か
る
。
銘
記
中
の
「
仏
所　
　

□
言
」
は
修
理
仏
師
に
関
す
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る
記
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
名
な
い
し
称
号
と
思
わ
れ
る
部
分
が
「
言
」
一
字
し
か
判
読
で
き
な
い
。
以
上
の
永
正
五
年
修
理
に
か
か

わ
っ
た
人
名
は
、
次
節
で
後
述
す
る
千
葉
県
市
原
市
・
光
明
寺
薬
師
如
来
像
の
銘
記
に
ほ
ぼ
全
員
が
み
え
る
が
、
そ
れ
以
外
に
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

左
脇
侍
台
座
内
墨
書
に
認
め
ら
れ
る
年
紀
は
阿
弥
陀
如
来
像
の
修
理
銘
の
前
日
の
日
付
け
で
あ
る
。「
□
福
寺
」
は
阿
弥
陀
如
来
像

の
銘
記
に
み
え
る
正
福
寺
で
あ
ろ
う
。
左
脇
侍
台
座
の
製
作
銘
と
み
て
よ
い
が
、
左
脇
侍
本
体
は
こ
の
と
き
阿
弥
陀
如
来
と
同
時
に
修

理
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
右
脇
侍
台
座
は
左
脇
侍
分
と
同
工
で
こ
れ
と
同
時
の
製
作
と
み
ら
れ
る
。
右
脇
侍
本
体
は
前
節
で
記

し
た
と
お
り
、
阿
弥
陀
如
来
・
左
脇
侍
に
や
や
遅
れ
る
時
期
の
製
作
と
み
ら
れ
る
が
、
ま
ち
が
い
な
く
こ
の
と
き
に
は
一
具
と
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
本
体
も
こ
の
と
き
修
理
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
右
脇
侍
の
髻
は
後
補
で
あ
る
が
、
近
世
以
後
の
補
作
と
は
み

ら
れ
ず
、
こ
の
と
き
の
補
作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

阿
弥
陀
如
来
の
銘
記
に
み
え
る
上
総
国
佐
是
郡
内
池
和
田
は
、
現
在
の
千
葉
県
市
原
市
池
和
田
に
あ
た
り
、
三
尊
が
専
修
寺
に
移
る

ま
で
存
し
た
光
明
寺
の
所
在
地
で
あ
る
。
正
福
寺
は
現
存
し
な
い
が
、か
つ
て
千
葉
県
市
原
郡
池
和
田
村
（
鶴
舞
町
）
字
白
坂
に
存
し
、

「
阿
弥
陀
如
来
三
尊
」
を
本
尊
と
す
る
天
台
寺
院
で
光
明
寺
末
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
の
「
千
葉
県
達
乙
第

一
二
三
号
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
寺
史
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
明
細
帳
』
に
は

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
八
日
に
光
明
寺
と
の
合
併
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
追
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
に
光
明
寺
に
吸
収
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
と
き
に
正
福
寺
に
あ
っ
た
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
像
も
光
明
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
阿
弥
陀

三
尊
像
こ
そ
、
昭
和
二
十
二
年
に
専
修
寺
に
移
さ
れ
た
三
尊
像
で
あ
る
。
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三　

三
尊
像
の
彫
刻
史
上
の
意
義

（
一
）
来
迎
三
尊
像
の
形
式
上
の
問
題

　

本
三
尊
像
は
定
印
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
中
尊
と
し
て
、
蓮
華
を
両
手
で
捧
げ
る
観
音
菩
薩
立
像
と
、
合
掌
す
る
勢
至
菩
薩
立
像
と

を
左
右
に
脇
侍
と
し
て
配
す
る
構
成
で
あ
る
。
両
脇
侍
の
肘
先
は
後
補
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
上
膊
の
形
か
ら
し
て
当
初
か
ら
現
状
の

よ
う
な
手
勢
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
。
左
脇
侍
観
音
菩
薩
像
が
蓮
華
を
捧
げ
、
右
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
が
合
掌
す
る
形

式
は
、
両
者
が
阿
弥
陀
如
来
と
と
も
に
来
迎
引
接
す
る
情
景
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
「
時
に
大
悲
観
世
音
、

百
福
荘
厳
の
手
を
申
べ
、
宝
蓮
の
台
を
擎
げ
て
行
者
の
前
に
至
り
た
ま
ひ
、
大
勢
至
菩
薩
は
無
量
の
聖
衆
と
と
も
に
、
同
時
に
讃
嘆
し

て
手
を
授
け
、
引
接
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
の
に
対
応
し
て
造
形
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

平
安
時
代
後
期
以
降
の
来
迎
美
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
形
式
の
阿
弥
陀
三
尊
像
の
作
例
が
い
ち
じ
る
し
く
増
え
る
。
平
安

時
代
中
の
作
例
で
は
、
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
い
わ
ゆ
る
来
迎
印
の
場
合
と
専
修
寺
像
の
よ
う
な
定
印
の
場
合
の
両
様
が
あ
る
が（

8
）、

い
ず
れ
も
坐
像
で
あ
り
、
こ
れ
が
鎌
倉
時
代
に
は
い
る
と
中
尊
は
来
迎
印
の
立
像
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

平
安
時
代
中
の
年
代
の
判
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
右
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
の
像
内
銘
記
に
よ
り
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
の
製
作
と

わ
か
る
京
都
市
・
三
千
院
往
生
極
楽
院
本
堂
像
、
左
脇
侍
観
音
菩
薩
像
の
台
座
框
の
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
修
理
銘
に
四
百
六
十

年
の
経
過
を
記
す
こ
と
か
ら
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
頃
の
製
作
と
想
像
さ
れ
る
神
奈
川
県
横
浜
市
・
証
菩
提
寺
像
が
あ
る
が
、
他
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
福
島
県
喜
多
方
市
・
願
成
寺
像
、
千
葉
県
成
田
市
・
迎
接
寺
像
、
山
梨
県
韮
崎
市
・
願
成
寺
像
、
三

重
県
伊
賀
市
・
西
蓮
寺
お
よ
び
西
光
寺
分
蔵
像
、
京
都
市
・
常
照
皇
寺
像
、
京
都
府
南
丹
市
・
西
乗
寺
像
、
奈
良
市
・
安
養
寺
旧
蔵
像

（
静
岡
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）、
高
知
市
・
竹
林
寺
像
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
・
保
安
寺
像
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
三
尊
像
も
右
脇
侍
の
年

代
に
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
く
わ
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
、
こ
の
形
式
の
阿
弥
陀
三
尊
像
は
先
述
の
と
お
り
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い
ず
れ
も
中
尊
は
坐
像
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
両
脇
侍
の
姿
勢
の
異
同
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
証
菩
提
寺
像
、
山
梨
・
願
成
寺
像
そ

し
て
本
三
尊
像
の
三
組
以
外
は
す
べ
て
両
脇
侍
が
坐
像
、
そ
れ
も
両
膝
を
地
に
つ
く
長
跪
、
片
膝
を
地
に
つ
け
も
う
片
膝
を
立
て
る
互

跪
の
両
者
を
ふ
く
む
跪
坐
像
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ご
く
最
近
、
關
信
子
が
論
じ
、
迎
講
に
お
け
る
動
作
が
こ
の
種
の
、
關
の
い
わ
ゆ
る

迎
接
系
阿
弥
陀
三
尊
の
両
脇
侍
の
形
式
の
も
と
に
な
っ
た
と
結
論
し
て
い
る（

9
）。
証
菩
提
寺
像
以
下
の
三
組
で
問
題
と
な
る
の
は
、

両
脇
侍
が
跪
坐
像
で
は
な
く
立
像
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
い
る
と
こ
の
種
の
三
尊
像
で
は
、
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
来

迎
印
を
結
ぶ
立
像
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
、
脇
侍
も
ほ
と
ん
ど
が
立
像
と
な
る
。

　

關
信
子
は
脇
侍
立
像
の
登
場
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
迎
接
系
阿
弥
陀
三
尊
像
と
こ
れ
と
別
系
統
の
迎
接
系
阿
弥
陀
独
尊
立
像
と
の
混
交

に
よ
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る
が
、
証
菩
提
寺
像
以
下
の
三
組
の
中
尊
が
坐
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
説
明
は
や
や
不
審
で

あ
る
。
中
尊
坐
像
、
両
脇
侍
立
像
と
い
う
日
本
の
如
来
三
尊
の
伝
統
的
形
式
の
な
か
に
迎
接
系
の
両
脇
侍
（
そ
れ
は
彫
像
の
み
で
な
く

来
迎
図
に
描
か
れ
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
）
の
手
勢
が
と
り
こ
ま
れ
た
現
象
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

10
）。

こ
れ
ら
の
両
脇
侍
は
腰
を
伸
ば
し
て
立
っ
て
い
る
が
、
証
菩
提
寺
像
両
脇
侍
に
お
け
る
わ
ず
か
に
腰
を
ひ
き
膝
を
ゆ
る
め
る
形
も
跪
坐

を
連
想
さ
せ
る
く
ふ
う
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
に
は
い
っ
て
中
尊
も
立
像
と
な
っ
た
こ
の
種
の
三
尊
像
で
は
、
立
像
両
脇
侍
の
姿
勢
は

証
菩
提
寺
像
両
脇
侍
の
姿
勢
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
て
ふ
か
く
腰
を
か
が
め
て
立
つ
形
が
一
般
的
と
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
左
脇
侍
観
音

が
右
脇
侍
勢
至
よ
り
ふ
か
く
か
が
め
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
か
ら
、
右
脇
侍
に
わ
ず
か
に
腰
を
か
が
め
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
本
三
尊
は

異
例
と
な
る
が
、
こ
れ
は
右
脇
侍
の
製
作
時
期
に
関
係
し
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
証
菩
提
寺
像
や
本
三
尊
像
の
よ
う
な
、
中
尊
が
坐
像
で
両
脇
侍
が
立
つ
三
尊
の
形
式
は
、
關
の
い
う
迎
接
系
阿
弥

陀
三
尊
像
が
世
に
定
着
し
た
あ
と
の
、
そ
し
て
三
尊
立
像
の
阿
弥
陀
三
尊
像
が
一
般
化
す
る
前
の
、
過
渡
期
的
な
時
期
の
阿
弥
陀
三
尊

像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
形
式
が
存
在
し
た
、
お
そ
ら
く
限
定
さ
れ
た
一
時
期
を
考
え
る
う
え
で
、
証
菩
提
寺
像
の
製
作
年
代
・

背
景
が
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
示
唆
的
で
あ
る
か
ら
、
以
下
証
菩
提
寺
像
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
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証
菩
提
寺
三
尊
像
は
周
半
丈
六
の
中
尊
坐
像
に
三
尺
の
両
脇
侍
が
随
侍
す
る
、
堂
々
た
る
規
模
の
像
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
近
世

の
修
理
銘
に
み
ら
れ
る
記
載
か
ら
安
元
元
年
頃
に
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
開
創
さ
れ
た
証
菩
提
寺
の

本
尊
と
な
っ
た
。
証
菩
提
寺
は
『
吾
妻
鏡
』
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
四
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
源
頼
朝
が

佐
奈
田
義
忠
（
一
一
五
五
〜
一
一
八
〇
。
真
田
義
忠
、
岡
崎
義
忠
と
も
）
の
菩
提
を
と
む
ら
っ
て
建
立
し
た
も
の
と
い
い
、
文
保
二
年

（
一
三
一
八
）
四
月
の
旧
梵
鐘
銘
（『
証
菩
提
寺
文
書
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
供
養
と
い
う
。
二
つ
の
異
な
る
年

紀
に
つ
い
て
は
、
文
治
五
年
に
義
忠
の
菩
提
を
と
む
ら
っ
て
義
忠
の
父
岡
崎
義
実
（
一
一
一
二
〜
一
二
〇
〇
）
に
よ
り
前
身
堂
宇
が
な

り
、
建
久
八
年
に
頼
朝
が
関
与
し
て
寺
観
や
寺
領
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
す
る
塩
澤
寛
樹（

11
）の
解
釈
が
妥
当
と
み
ら
れ
る
。
し

か
し
前
身
堂
の
成
立
を
文
治
五
年
と
し
て
も
阿
弥
陀
三
尊
像
の
製
作
年
の
め
や
す
と
み
ら
れ
る
安
元
元
年
と
は
十
四
年
の
年
代
の
開
き

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
塩
澤
は
従
来
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
修
理
銘
に
よ
る
年
代
推
定
に
疑
義
を
呈
し
、
中
尊
が
文
治
五
年
の
製
作
、
両
脇

侍
が
建
久
八
年
の
追
加
製
作
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
の
だ
が
、
上
杉
孝
良（

12
）は
、『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
月
七

日
条
に
存
在
の
記
さ
れ
る
、
岡
崎
義
実
が
頼
朝
の
父
源
義
朝
菩
提
の
た
め
に
建
立
し
て
い
た
一
梵
宇
に
着
目
し
、
現
在
の
証
菩
提
寺
三

尊
像
は
こ
の
堂
の
本
尊
が
文
治
五
年
に
義
忠
菩
提
堂
を
建
立
し
た
際
に
本
尊
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
安
元
元
年
頃
製
作
の

可
能
性
を
再
提
起
し
た
。
上
杉
の
推
定
は
彫
刻
の
様
式
上
か
ら
も
た
い
へ
ん
妥
当
で
、
証
菩
提
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
は
平
安
最
末
期
、
安

元
元
年
頃
に
岡
崎
義
実
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

13
）。
岡
崎
義
実
は
相
模
国
随
一
の
豪
族
三
浦
一
族
か

ら
出
た
相
模
介
三
浦
義
継
の
末
子
で
相
模
国
岡
崎
を
領
し
岡
崎
氏
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。一
族
は
古
く
か
ら
の
源
氏
の
家
臣
で
、

義
実
は
嫡
男
義
忠
と
と
も
に
源
頼
朝
の
挙
兵
に
参
じ
て
そ
の
側
近
と
な
り
、
御
家
人
に
列
し
た
（
義
忠
は
石
橋
山
の
合
戦
で
戦
死
し
て

い
る
）。
鎌
倉
初
期
、
文
治
年
間
に
は
北
条
時
政
・
和
田
義
盛
な
ど
頼
朝
周
辺
の
御
家
人
が
奈
良
仏
師
の
俊
秀
運
慶
の
手
に
な
る
め
ざ

ま
し
い
新
様
式
の
仏
像
を
み
ず
か
ら
の
氏
寺
に
安
置
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
岡
崎
義
実
に
よ
る
証
菩
提
寺
像

は
そ
の
直
前
の
時
期
の
頼
朝
周
辺
の
造
像
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



― 64―

　

証
菩
提
寺
三
尊
像
の
造
像
背
景
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
法
量
の
規
模
こ
そ
異
な
る
と
は
い
え
、
こ
れ
と
同
じ
図
像
を
も
ち

作
風
の
洗
練
度
で
も
こ
れ
に
匹
敵
す
る
専
修
寺
三
尊
像
の
う
ち
阿
弥
陀
如
来
・
左
脇
侍
に
も
証
菩
提
寺
像
と
同
様
の
造
像
の
レ
ベ
ル
さ

ら
に
は
背
景
を
想
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
上
総
国
池
和
田
の
修
理
と
造
像

　

前
節
で
み
た
と
お
り
専
修
寺
三
尊
像
は
室
町
時
代
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
上
総
国
佐
是
郡
池
和
田
正
福
寺
の
像
と
し
て
修
理

さ
れ
て
い
る
。
正
福
寺
の
本
寺
で
三
尊
が
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
ま
で
存
し
た
、
千
葉
県
市
原
市
池
和
田
の
光
明
寺
に
は
、
か

つ
て
池
和
田
村
字
向
部
田
に
存
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
本
寺
光
明
寺
と
合
併
し
た
東
光
寺
（『
千
葉
県
寺
院
明
細
帳
廃
寺
』）

の
本
尊
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
薬
師
三
尊
像
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
尊
像
の
銘
記
に
も
池
和
田
の
地
名
と
現
専
修
寺
像

の
修
理
関
係
者
の
名
が
出
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　

光
明
寺
薬
師
三
尊
像
は
像
高
三
二
・
三
cm
の
中
尊
薬
師
如
来
坐
像
に
像
高
三
〇
・
五
cm
、
三
〇
・
四
cm
の
両
脇
侍
立
像
が
随
侍
す
る
形

式
で
、
各
木
造
、
漆
箔
・
古
色
塗
り
の
像
で
あ
る（

14
）。
薬
師
如
来
像
の
光
背
裏
面
と
そ
こ
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
木
札
に
左
記
の
墨
書

が
あ
る（

15
）。

（
光
背
裏
面　

身
光
部
右
方
貼
り
付
け
板
）

　

奉
開
眼
谷
田
住
持
権
少

上
総
国
作マ
マ

是
郡
池
和
田

　
　
　

元
年
甲子
七
月
廿

（
同　

身
光
部
左
方
貼
り
付
け
板
）
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□
宮
内
少
輔
経
嗣
同
戒
名

　
　

□

　
　

□
福
寺
住
持
権
少
僧
都
源
祐

　
　

住
人
中
納
言

（
同　

頭
光
部
）

　
　

奉
造
立
仏
所
鎌
倉
住
人

　
　
　
　
　
　

当
旦
那
多
賀
蔵
人
助

奉
開
眼
谷
田
住
持
権
大
僧
都
法
印
伝

　

奉
新
造
事
永
正
元
年
甲子
開
眼
ハ
七
月
廿

　

奉
再
興
本
願
主
権
少
僧
都
祐
春

　

上
総
国
作
是
郡
内
池
和
田
村

　
　

為
師
匠
父
母
成
仏
也

　
　

弘
治
三
年
丁巳
霜
月
十
四
日

（
同　

光
脚
部
）

奉
新
造
本
願
主
祐
鑁

　
　

為
源
祐
法
印

　
　

為
祐
秀
法
印

　
　

為
正
顕
居
士

　
　

為
道
安
禅
定
門
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為
六
親
眷
属

　

光
背
裏
面
に
直
接
記
さ
れ
た
墨
書
と
貼
り
付
け
板
の
墨
書
と
は
お
そ
ら
く
時
期
を
異
に
す
る
も
の
で
、
理
解
に
は
や
や
慎
重
を
要
す

る
が
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
状
況
か
と
思
う
。
貼
り
付
け
板
二
点
は
ほ
ん
ら
い
は
お
そ
ら
く
一
枚
の
や
や
長
い
板
で
あ
り
、
右
方
貼

り
付
け
分
が
そ
の
上
部
、
左
方
貼
り
付
け
分
が
そ
の
下
部
で
、
両
者
の
中
間
部
分
や
そ
れ
ぞ
れ
の
上
下
端
が
失
わ
れ
て
い
る
状
態
か
と

み
ら
れ
る
が
、
墨
書
は
永
正
元
年
の
薬
師
如
来
像
造
像
記
で
あ
る
。
棟
札
状
の
形
態
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

が
像
の
外
部
に
存
し
た
も
の
か
、
像
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
も
の
か
は
い
ま
判
じ
が
た
い
。
頭
光
部
と
光
脚
部
の
墨
書
は
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
の
薬
師
如
来
像
再
興
記
と
み
ら
れ
る
が
（
頭
光
部
三
行
目
頭
初
の
梵
字
バ
イ
は
薬
師
如
来
種
子
）、
頭
光
部
分
に
は
永
正

元
年
の
造
像
記
を
再
録
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
複
雑
さ
を
増
す
。
と
も
あ
れ
、
永
正
元
年
の
造
像
記
の
書
か
れ
た
木
札
が
一
部
を
欠
き

な
が
ら
像
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
、
弘
治
三
年
の
再
興
の
際
に
は
お
そ
ら
く
補
作
さ
れ
た
光
背
裏
面
に
左
右
に
分
け
て
貼
り
付
け
ら
れ
、

ま
た
あ
ら
た
に
記
さ
れ
た
再
興
記
に
は
造
像
記
の
一
部
が
再
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う（

16
）。
わ
か
り
に
く
い
が
、
再
興
記
中
に
「
再
興
」

に
対
し
て
「
新
造
」
と
い
う
の
は
最
初
の
、
つ
ま
り
永
正
元
年
の
造
像
の
こ
と
で
あ
る
。

　

身
光
部
右
方
貼
り
付
け
板
の
永
正
元
年
の
造
像
記
冒
頭
の
「
奉
開
眼
谷
田
住
持
権
少
」
は
薬
師
如
来
像
の
開
眼
導
師
を
記
し
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
が
、
名
の
部
分
が
判
明
し
な
い
。
頭
光
部
の
弘
治
三
年
再
興
記
に
み
え
る
「
奉
開
眼
谷
田
住
持
権
大
僧
都
法
印
伝
」
は

こ
れ
を
写
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
（「
少
」
が
「
大
」
に
な
っ
た
の
は
誤
記
か
）、
僧
綱
位
と
名
の
第
一
字
「
伝
」
ま
で
が
知
ら
れ
る
。

「
谷
田
」
は
池
和
田
村
に
隣
接
し
た
矢
田
村
の
こ
と
で
こ
の
僧
の
属
し
た
寺
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
左
方
貼
り
付
け
板
の
造
像
記

に
み
え
る
「
宮
内
少
輔
経
嗣
」
は
専
修
寺
像
銘
記
に
み
え
る
「
当
檀
那
長
崎
宮
内
少
輔
経
嗣
」
と
同
人
で
あ
ろ
う
。
薬
師
如
来
像
の
造

像
で
も
檀
那
す
な
わ
ち
施
主
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
頭
光
部
の
再
興
記
に
記
さ
れ
る
「
当
檀
那
多
賀
蔵
人
助
」
は
、
そ
の
右

に
「
奉
造
立
」
と
あ
る
か
ら
造
像
記
の
記
載
が
転
記
さ
れ
た
も
の
と
み
た
い
と
こ
ろ
で
、
多
賀
蔵
人
助
も
造
像
施
主
で
あ
っ
た
か
と
思
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わ
れ
る
が（

17
）、こ
れ
と
宮
内
少
輔
経
嗣
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た「
□
福
寺
住
持
少
僧
都
源
祐
」の
名
も
み
え
る
が
、「
□
福
寺
」

は
正
福
寺
に
あ
た
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
源
祐
の
名
は
専
修
寺
像
の
永
正
五
年
の
銘
記
に
は
「
前
住
」
と
し
て
み
え
た
。
薬
師
如
来
像

を
造
っ
た
永
正
元
年
に
は
正
福
寺
住
持
で
あ
り
、
正
福
寺
像
す
な
わ
ち
現
専
修
寺
像
を
再
興
し
た
、
四
年
後
の
永
正
五
年
ま
で
の
あ
い

だ
に
そ
の
住
持
を
辞
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
光
脚
部
の
弘
治
三
年
再
興
記
に
「
為
源
祐
法
印
／
為
祐
秀
法
印
」
と
続
け
て
記

さ
れ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
専
修
寺
像
銘
記
に
本
願
と
し
て
源
祐
に
続
け
て
記
さ
れ
る
「
当
住
阿
闍
梨
祐
□
」
は
祐
秀
に
あ
た
る
と
考

え
ら
れ
る
。
頭
光
部
の
再
興
記
中
に
「
奉
再
興
本
願
主
権
少
僧
都
祐
春
」
の
願
意
と
し
て
「
為
師
匠
父
母
成
仏
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
す
れ
ば
、
永
正
元
年
に
薬
師
如
来
像
を
造
立
し
、
同
五
年
に
阿
弥
陀
三
尊
像
を
再
興
し
た
源
祐
・
祐
秀
は
ほ
ぼ
半
世
紀
後
の
弘
治
三

年
に
は
没
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
脚
部
再
興
記
中
、源
祐
・
祐
秀
の
右
に
「
奉
新
造
本
願
主
祐
鑁
」
と
あ
る
の
は
や
は
り
故
人
で
、

源
祐
の
さ
ら
に
先
代
と
み
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
造
像
記
中
に
も
再
興
記
中
に
も
具
体
的
な
寺
名
は
正
福
寺
し
か
み
え
な
い
。
薬
師
如
来

像
は
造
像
時
に
も
再
興
時
に
も
正
福
寺
像
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
現
光
明
寺
薬
師
如
来
像
と
現
専
修
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
銘
記
か
ら
、
永
正
年
間
の
池
和
田
の
寺
院
と
仏
像
を
め
ぐ
る

濃
密
な
人
間
関
係
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
永
正
五
年
に
阿
弥
陀
三
尊
像
を
修
理
し
た
仏
師
は
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
銘
記

で
は
い
ま
「
仏
所
」
と
い
う
肩
書
と
そ
の
下
方
の
「
言
」
字
が
判
読
で
き
る
の
み
で
あ
る
が
、
光
明
寺
薬
師
如
来
像
光
背
の
弘
治
再
興

記
に
み
え
る
「
奉
造
立
仏
所
鎌
倉
住
人
」
が
造
像
記
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
身
光
部
左
方
貼
り
付
け
板
の
造
像
記

の
一
部
に
は
「
住
人
中
納
言
」
と
み
え
る
の
で
、
造
像
記
に
は
と
お
し
て
「
仏
所
鎌
倉
住
人
中
納
言
」
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
が
光
明
寺
薬
師
如
来
像
の
作
者
の
称
号
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
永
正
五
年
に
現
専
修
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
を
修
理
し
た
仏
師
「
仏

所
□
言
」
も
同
人
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。「
中
納
言
」
を
名
の
る
鎌
倉
仏
師
を
い
ま
確
認
し
て
い
な
い
が
、
千
葉
県
長
南
町
・
長
福

寿
寺
慈
恵
大
師
像（

18
）の
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
の
銘
記
に
は
同
像
の
作
者
名
「
仏
所
相
模
国
鎌
倉
円
覚
寺
大
仏
所
少
納
言
子
伊
豆

法
眼
慶
忠
舎
弟
大
倉
卿
広
蔵
」
が
み
え
、「
大
仏
所
少
納
言
」
を
名
の
る
鎌
倉
仏
師
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
永
正
年
間
を
中
心
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と
す
る
十
五
世
紀
末
十
六
世
紀
初
頭
に
顕
著
な
活
動
を
み
せ
た
鎌
倉
仏
師
に
弘
円
（
一
四
四
二
〜
一
五
二
九
）
が
お
り
、
作
品
の
銘
記

に
は
「
鎌
倉
大
仏
所
」「
仏
所
」
を
名
の
る
の
が
常
で
あ
る（

19
）。
永
正
年
間
に
池
和
田
で
薬
師
如
来
像
を
造
り
、
阿
弥
陀
三
尊
像
を
再

興
し
た
仏
師
も
こ
う
し
た
者
の
周
辺
に
い
た
仏
師
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
三
尊
像
の
造
像
背
景

　

現
専
修
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
は
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
に
上
総
国
佐
是
郡
池
和
田
の
正
福
寺
像
と
し
て
修
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
正
年
間
の
こ
の
地
域
に
密
集
し
た
造
像
・
修
理
の
気
配
を
み
れ
ば
、
阿
弥
陀
三
尊
像
は
お
そ
ら
く
平

安
末
期
の
造
像
以
来
こ
の
池
和
田
の
地
に
あ
っ
た
も
の
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
池
和
田
の
地
に
現
存
す
る
光
明
寺
は
近
世
・
近

代
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
三
尊
像
の
あ
っ
た
正
福
寺
や
薬
師
如
来
像
の
あ
っ
た
東
光
寺
の
本
寺
で
あ
っ
た
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
の
江
戸

時
代
製
作
と
さ
れ
る
現
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
像（

20
）は
中
尊
が
等
身
を
超
え
る
定
印
坐
像
で
両
脇
侍
が
三
尺
の
来
迎
形
立
像
と
い
う
構
成

で
あ
る
。
こ
の
構
成
が
現
専
修
寺
像
と
一
致
す
る
こ
と
も
き
わ
め
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。

　

上
総
国
佐
是
郡
は
平
安
末
期
に
は
房
総
平
氏
の
惣
領
家
上
総
氏
か
ら
出
た
佐
是
禅
師
円
阿
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
同
郡
矢
田
村
・
池

和
田
村
の
み
上
総
氏
の
当
時
の
頭
首
上
総
広
常
（
？
〜
一
一
八
三
）
が
所
領
と
し
て
い
た（

21
）。
広
常
は
保
元
の
乱
、
平
治
の
乱
で
は

源
義
朝
に
し
た
が
い
、
義
朝
が
敗
れ
た
の
ち
上
総
に
戻
っ
て
い
た
が
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
頼
朝
の
挙
兵
に
大
軍
を
ひ
き
い
て

参
じ
、
有
力
武
将
と
な
っ
た
。
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に
は
頼
朝
に
対
す
る
謀
反
の
疑
い
な
ど
か
ら
謀
殺
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
本
節
第
一
項
で
ふ
れ
た
証
菩
提
寺
像
の
願
主
岡
崎
義
実
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
人
物
が
、
現
専
修
寺
像
が
製
作
さ
れ
た
の
と
同

じ
時
期
に
、
像
が
伝
来
し
た
地
域
を
領
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
上
総
広
常
を
現
専
修
寺
像
の
造
像
の
背
後
に
想
像
す
る
の
も
あ

な
が
ち
無
理
で
は
な
か
ろ
う
。
前
項
で
の
べ
た
よ
う
に
証
菩
提
寺
像
と
現
専
修
寺
像
は
造
像
の
水
準
を
共
有
し
て
お
り
、
図
像
も
共
通

す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
造
像
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
想
像
さ
れ
る
人
物
と
関
係
す
る
の
か
ど
う
か
。
ど
の
よ
う
に
関
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係
す
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注（
1
） 
山
本
勉
「
宝
塔
寺
の
菩
薩
像
―
島
津
山
の
仏
像
―
」（『
清
泉
文
苑
』
三
四　

二
〇
一
七
年
三
月
）
は
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
た
像
の
簡
潔
な
紹
介

で
あ
る
。

（
2
） 

調
査
協
力
者
は
以
下
の
と
お
り
。
登
坂
恵
美
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
・
日
本
美
術
史
専
攻
学
生
。
清
泉
女
子
大
学
文
化
史
学
科

卒
業
）・
小
池
朋
実
（
清
泉
女
子
大
学
文
化
史
学
科
学
生
）・
中
西
希
（
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
芸
術
学
科
学
生
）。

（
3
） 

山
本
勉
「
専
修
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
―
品
川
区
の
仏
像
―
」（『
清
泉
文
苑
』
三
五　

二
〇
一
八
年
三
月
）
は
一
般
公
開
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
考
察
も
く
わ
え
た
の
で
結
果
的
に
本
論
文
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
） 

右
脇
侍
の
現
状
の
髻
は
後
補
で
あ
る
が
、
別
材
矧
ぎ
は
当
初
の
仕
様
で
あ
ろ
う
。

（
5
） 

品
川
区
文
化
財
調
査
委
員
編
『
品
川
区
文
化
財
調
査
報
告
書　

そ
の
一
（
昭
和
三
十
六
・
三
十
八
年
度
）』
一
九
六
三
年
九
月　

品
川
区
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
。

 

　

品
川
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
『
昭
和
四
十
九
年
度　

品
川
区
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
九
七
五
年
三
月
。

 

　

品
川
区
教
育
委
員
会
編
『
品
川
区
仏
像
調
査
報
告
書　

品
川
の
仏
像
』
一
九
九
二
年
三
月
。

（
6
） 

水
野
敬
三
郎
「
阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
像
（
西
光
院
）」（
丸
尾
彰
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
造
像
銘
記
篇
四
所
収
）

一
九
六
八
年
四
月　

中
央
公
論
美
術
出
版
。

（
7
） 

注
5
前
掲
書
。

（
8
） 

中
尊
の
来
迎
印
と
定
印
と
の
異
同
に
つ
い
て
も
重
要
な
問
題
が
あ
る
も
の
と
思
う
が
、
本
論
文
で
は
こ
れ
に
ふ
れ
な
い
。

（
9
） 

關
信
子
「
迎
接
阿
弥
陀
三
尊
像
の
図
像
に
つ
い
て
―
跪
く
脇
侍
の
姿
勢
を
中
心
に
―
」（『
密
教
図
像
』
三
六
）
二
〇
一
七
年
十
二
月
。

（
10
） 

關
以
前
の
論
考
と
し
て
花
村
統
由
「
常
照
皇
寺
阿
弥
陀
如
来
及
び
両
脇
侍
像
に
つ
い
て
」（『
季
刊
禅
文
化
』
一
七
八　

二
〇
〇
〇
年
十
月
）
が

あ
り
、
平
安
末
期
の
両
脇
侍
立
像
の
来
迎
三
尊
形
式
に
ふ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

塩
澤
寛
樹
「
神
奈
川
・
証
菩
提
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
再
考
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
』
二
五
）
一
九
九
九
年
三
月
（
改
稿
「
第

一
期
に
お
け
る
御
家
人
に
よ
る
造
像
の
諸
相
―
神
奈
川
・
証
菩
提
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
を
中
心
に
―
」〔『
鎌
倉
時
代
造
像
論
』
所
収
〕
二
〇
〇
九
年



― 70―

二
月　

吉
川
弘
文
館
）。

（
12
） 

上
杉
孝
良
「
岡
崎
義
実
と
そ
の
周
辺
」（『
三
浦
一
族
研
究
』
八
）
二
〇
〇
四
年
五
月
。

（
13
） 
山
本
勉
『
東
国
の
鎌
倉
時
代
彫
刻
―
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
―
』（『
日
本
の
美
術
』
五
三
七　

二
〇
一
一
年
二
月　

ぎ
ょ
う
せ
い
）
は
不
明
に
し
て

上
杉
の
研
究
を
参
照
せ
ぬ
ま
ま
、
塩
澤
の
見
解
の
一
部
を
採
用
し
て
三
尊
の
製
作
年
代
を
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
ま
で
下
げ
て
考
え
た
が
、
い

ま
こ
れ
を
撤
回
す
る
。

（
14
） 

デ
ー
タ
は
『
市
原
市
内
仏
像
彫
刻
所
在
調
査
報
告
書
―
南
部
編
―
』（
一
九
九
三
年
三
月　

市
原
市
教
育
委
員
会
）
に
よ
る
。

（
15
） 

市
原
市
教
育
委
員
会
提
供
の
写
真
資
料
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
が
、
光
脚
部
の
最
後
の
四
行
は
写
真
資
料
で
確
認
で
き
ず
注
14
前
掲
書
に
載
せ
る

翻
刻
に
し
た
が
っ
た
。

（
16
） 

現
存
す
る
光
明
寺
薬
師
三
尊
像
の
製
作
年
代
は
注
14
前
掲
書
で
は
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
と
し
て
い
る
が
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
で
あ

る
可
能
性
も
ふ
く
め
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
弘
治
三
年
記
を
「
修
理
記
」
と
せ
ず
あ
え
て
「
再
興
記
」
と
し
た
の
は
そ
の
観
点

か
ら
で
あ
る
。

（
17
） 

『
特
別
展
里
見
氏
の
城
と
歴
史
』（
一
九
九
三
年
十
月　

館
山
市
立
博
物
館
）
で
は
、
多
賀
蔵
人
助
が
薬
師
三
尊
像
を
東
光
寺
に
寄
進
し
た
も
の

と
し
て
い
る
。

（
18
） 

長
南
町
教
育
委
員
会
編
『
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
木
造
慈
恵
大
師
坐
像
保
存
修
理
報
告
書
』
一
九
九
四
年
三
月
。

 

　

銘
記
の
解
釈
に
つ
い
て
は
同
書
所
収
の
明
珍
昭
二
・
山
本
勉「
木
造
慈
恵
大
師
坐
像
の
彫
刻
史
に
お
け
る
位
置
と
像
内
墨
書
銘
に
つ
い
て
」参
照
。

（
19
） 

三
山
進
「〈
仏
師
弘
円
考
〉
補
遺
」（
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
・
美
術
史
学
科
『
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』
一
七
）
一
九
八
九
年
三
月
。

（
20
） 

注
14
前
掲
書
参
照
。

（
21
） 

野
口
実
「
上
総
千
葉
氏
に
つ
い
て
」（『
千
葉
史
学
』
五
）
一
九
八
四
年
十
二
月
（『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
所
収　

一
九
九
四
年
十
二
月　

高
科
書
店
）。

 

　

広
常
の
没
後
は
加
賀
美
長
清
の
妻
と
な
っ
て
い
た
彼
の
娘
に
両
村
が
与
え
ら
れ
た
（
文
治
二
年
正
月
二
十
一
日
「
源
頼
朝
下
文
案
」〔『
常
陸
烟

田
文
書
』。『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
一
、三
八
号
〕）。

〔
付
記
〕

　

調
査
お
よ
び
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
専
修
寺
住
職
甘
利
直
義
師
、
品
川
区
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
文
化
財
係
寺
門
雄
一
氏
、
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

市
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
ふ
る
さ
と
文
化
課
桜
井
敦
史
氏
、
明
古
堂
明
珍
素
也
氏
に
格
段
の
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
す
る
。
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図1～ 34　阿弥陀如来および両脇侍像　東京・専修寺

図1　阿弥陀如来　全身正面
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

図5　阿弥陀如来　全身背面 図4　阿弥陀如来　全身左斜側面

図3　阿弥陀如来　全身右側面 図2　阿弥陀如来　全身左側面
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図9　阿弥陀如来　頭部右側面 図8　阿弥陀如来　頭部左側面

図7　阿弥陀如来　頭部右斜側面 図6　阿弥陀如来　頭部正面
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

図11　右脇侍　全身正面 図10　左脇侍　全身正面
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図15　左脇侍　全身背面 図14　左脇侍　全身左斜側面

図13　左脇侍　全身右側面 図12　左脇侍　全身左側面
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

図19　左脇侍　頭部右側面 図18　左脇侍　頭部左側面

図17　左脇侍　頭部右斜側面 図16　左脇侍　頭部正面
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図23　右脇侍　全身背面 図22　右脇侍　全身左斜側面

図21　右脇侍　全身右側面 図20　右脇侍　全身左側面
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

図27　右脇侍　頭部右側面 図26　右脇侍　頭部左側面

図24　右脇侍　頭部正面図25　右脇侍　頭部右斜側面
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図28　阿弥陀如来　像底

図29　左脇侍　像底

図30　右脇侍　像底
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

図31　阿弥陀如来　像内背部下方墨書

図32　阿弥陀如来　像内右腰脇部墨書
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図34　左脇侍　台座敷茄子内部
　　　正面左端墨書

図33　左脇侍　台座敷茄子内部正面上縁墨書
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東京都品川区・専修寺阿弥陀三尊像（上総正福寺旧像）考

Consideration of the Statues of the Amida Triad at Sens-

huji Temple, Shinagawa-ku, Tokyo 

(Formerly at Shofukuji Temple, Kazusa)

YAMAMOTO Tsutomu/OGINO Manami/HANAZAWA Ayumi

Abstract　 Three images of Buddha, that is, Amida Nyorai (Amitabha Tathagata), 

the principal image, and two flanking attendants that are kept at Senshuji Temple, 1―
13, Ebara, Shinagawa-ku, Tokyo are designated as Tangible Cultural Properties in 

Sinagawa-ku.  In connection with disclosure of Cultural Properties by Shinagawa-ku 

in the fiscal year of 2017, these three images were examined as a part of a seminar in 

the Seisen University graduate school in August, 2017.  This paper reports detailed 

achievements of the examination and presents precise positioning of this set in the 

history of sculptures.  The three images are Amida Sanzon (Amida Triad) in Raigo 

style, consisting of a seated statue of Amida Nyorai with Jo-in (Samadhi mudra) ac-

companied by a standing statue of the left flanking attendant, Kannon-Bosatsu, hold-

ing a lotus flower and a standing statue of the right flanking attendant, Seishi-Bosatsu, 

holding palms together, and each statue is made by Warihagi-zukuri (split-and-join 

method) of Japanese cypress trees.  Gentle figures of the Amida Nyorai statue and 

the left flanking statue are assumed to have been produced in the end of the Heian 

period, the second half of the 12th century.  The right flanking image has a style a lit-

tle different from the other two and seems to have been made slightly later, that is, in 

the Kamakura Period.  The Sanzon images were moved from Komyoji Temple in Ichi-

hara City, Chiba Prefecture in the 22nd year of Showa (1947), but it is known from the 

inscription in the statue of Amida Nyorai that it was repaired as a statue of Shofukuji 

Temple in Ikewada, Saze-gun, Kazusa-no-kuni in the Muromachi period, the 5th year 

of Eisho (1508).  Shofukuji Temple is a temple that merged into Komyoji Temple in 

the 15th year of Showa.  A subject in the sculpture history raised by the Sanzon is that 

the Raigo style of both of the standing flanking attendants on the both sides of the 

seated statue of Amida Nyorai is unique to the very end of the Heian Period, and it is 

in common with the images in Shobodaiji Temple in Kanagawa Prefecture, assumed 

to have been produced around the first year of Angen (1175).  The name of Shofukuji 

Temple and the names of those concerned in the repair remain in Komyoji Temple 

and they are also found in the inscription in the first year of Eisei in the central image 
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of Yakushi Sanzon, which are said to be the principal images of Tokoji Temple, which 

also used to be in Ikewada, and active repair and production of images in Ikewada at 

that time can be imagined.  From the above results, evaluation is made that these 

three images show the level of creating statues in the Kanto district at the end of the 

Heian period.

Key words: Amida Triad, End of the Heian Period, Kazusa


